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令和 4年度第２回東成区区政会議での意見と対応一覧 

 意見内容 
委員名 
または 
部会名 

会議での回答 対応方針 
 

令和４・５年度実施状況 担当課 

1 

ＬＩＮＥ（ひがしなり防災）

の登録者数を増やす方策に

ついて、ホームページでの呼

びかけや「二十歳の集い」で

参加された方に直接呼びか

けるなどを行っていけばよ

いのではないか。 

 

にぎわい・

きずな部会 

「二十歳の集い」をはじめ、

いろいろな現場で「ＬＩＮ

Ｅ登録できます」というよ

うな情報発信をさせていた

だきたい。早速１月９日の

「二十歳の集い」で二十歳

の参加者に対してＬＩＮＥ

の周知を行った。また、今

後、新規登録者に対しては、

何らかの特典を用意するな

どのことも検討して、さら

なる友達登録者数の増加を

図っていきたい。 

 

ＬＩＮＥ（ひがしなり防災）の登録

者数を増やす方策については、２月

22 日から大阪市広報板へ掲出してい

る。 

また、新規登録者に対する特典につ

いては、３月に試行実施する。 

今後もあらゆる手段を使って新規登

録者数増加を図っていく。 

●令和５年１月９日の「二十歳の集い」

で二十歳の参加者に対してＬＩＮＥの

周知を行った。令和６年１月８日開催予

定の「二十歳の集い」においても周知を

行う。 

 

●令和５年２月２２日から実施してい

る大阪市広報板への掲出は令和５年度

も引き続き実施する。 

 

●令和５年３月に新規登録者への特典

を試行実施したところ、２９名が新たに

登録した。 

 

●令和５年度についても区民まつりや

震災訓練をはじめあらゆる地域行事に

おいてチラシを配布する等、新規登録者

数増加を図っていく。 

市民協働課 

2 

防災の備蓄物資（飲料水や食

糧等）について、 

・備蓄物資にどれぐらいの費

用をかけているのか。 

・備蓄倉庫に何日分備蓄され

ているか。 

・区役所から各連合に物資を

配付する場合に、各連合に事

前に相談をしていただけた

ら有効的に予算を活用する

ことができると思う。 

・100 年に１度の洪水でも備

蓄物資が水に濡れないよう

にしていくなどを考えられ

にぎわい・

きずな部会 
― 

・備蓄物資に要している費用につい

て、令和４年度予算では大阪市全体で

２億 1848万円（１区あたり 910万円）、

となる。 

 

・大阪市では、「大阪市避難所運営にか

かる備蓄計画」に基づき、南海トラフ

巨大地震の想定避難所避難者数であ

る、約 53 万人に対する３日分の物資

を、拠点倉庫（市内６箇所）、区役所、

避難所に分散して備蓄している。 

そのうち、各避難所には最低 1日分の

物資を備蓄できるよう順次進めてい

る。 

●備蓄物資に要している費用の令和５

年度予算は、大阪市全体で２億 215 万円

（１区あたり 842 万円）となる。 

 

●令和５年度に東成区役所にて購入予

定の備蓄物資について、令和５年５月以

降に地域自主防災組織等と協議する。 

 

●備蓄倉庫の移設については、令和５年

度も引き続き地域と協同で働きかけて

いく。 

なお、令和５年３月に小中学校の各校長

へ依頼を行ったところ、前向きに検討し

ていただける校長もいた。 

市民協働課 
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 意見内容 
委員名 
または 
部会名 

会議での回答 対応方針 
 

令和４・５年度実施状況 担当課 

てもらいたい。 

 

 

・東成区役所にて備蓄物資を購入する

際には事前に地域自主防災組織等と

協議する。 

 

・備蓄倉庫が 1階になっている避難所

については、所在する連合町会長と協

同で、施設管理者へ働きかけていく。 

3 

東成区ＳＤＧｓ宣言制度に

ついて、 

・東成区の企業がいかに活性

化していき、いろんな情報を

発信していくことを目指し

ている。 

・団体内でＳＤＧｓ宣言制度

の広報に協力していきたい」 

にぎわい・

きずな部会 
― 

東成区内で、より多くの企業・団体

等にＳＤＧｓ宣言をしていただき、

宣言を通じて、さまざまな連携が促

進されるような機会づくりに努めて

いきたい。 

●東成区 SDGs 宣言制度の広報、宣言の

ＰＲに引き続き務めていく（令和５年

４月末時点で 81 件の宣言を受付）。 

 

●令和 5年 3月に東成区 SDGs 宣言をし

た事業者・団体等を対象にした研修会

等を実施した。今後も宣言を通じて、

さまざまな連携が促進されるような機

会づくりに努めていきたい。 

 

総務課 

4 

 

親子で読書を楽しむイベン

トを開催するなど、子どもの

読書活動をより推進してほ

しい。 

 

子ども・教

育部会 

 

学校や学校図書館司書・地

域図書館等と連携しなが

ら、引き続き、子どもたちの

読書習慣定着に向けた取組

みを行っていきたい。 

 

会議での回答のとおり 

●地域図書館におけるイベント等読書

活動の取組にかかる積極的な広報や地

域図書館等との情報共有等、引き続き

さまざまな連携を図りながら読書習慣

定着に向けた取組を行っていきたい。 

市民協働課 

5 

 

平和という基盤があって、ふ

だんの生活や様々な活動が

保証されている。平和の大切

さを知ってもらうためにも、

引き続き平和学習へ取り組

んでほしい。 

 

子ども・教

育部会 

 

子どもたちが戦争の悲惨さ

を学び、平和の大切さにつ

いて主体的に考えるきっか

けとなるよう、学校と連携

しながら、効果的な平和学

習の取組みを継続していき

たい。 

会議での回答のとおり 

 

●令和４年度については区内全小学校

の６年生を対象とした平和学習の実施

や、新たな取組として区内３中学校に

おいてウクライナで活動している国連

職員によるオンラインでの平和学習会

の実施を行った。今後も学校と連携し

ながら、効果的な平和学習の取組みを

市民協働課 
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 意見内容 
委員名 
または 
部会名 

会議での回答 対応方針 
 

令和４・５年度実施状況 担当課 

 継続していきたい。 

 

 

令和５年度予算：631 千円（平和学習

以外の取組も含む） 

（学校における地域と連携したＳＤＧ

ｓ推進事業） 

 

6 

 

新型コロナウイルスの影響

で、モノづくり教育の取組み

の一部が中断している。モノ

づくり教育は、継続的に取り

組んでいくことが必要であ

ることから、取組みが継続で

きるように工夫していく必

要がある。 

 

子ども・教

育部会 

継続した取組みが可能とな

るよう、開催時期や規模の

検討など、取組みの内容や

手法等を工夫していきた

い。 

会議での回答のとおり 

 

モノづくり体験を通して、子どもたちの

興味関心を喚起し、将来を考えるキャリ

ア教育の一環として、下記イベントを開

催し、多数の参加者にご参加いただいて

いるところである。 

 

●ひがしなり環境・ 

ＳＤＧｓ体験フェスタ  

開催日：令和４年 12 月 24・25 日 

来場者数：約 1,200 名 

・令和４年度予算：7,280 千円 

(子どもたちと体験するＳＤＧｓ） 

 

●モノづくり体験フェスタ 

開催日：令和５年２月 18 日 

来場者数：約 1,000 名 

・令和４年度予算：2,340 千円 

・令和５年度予算：2,314 千円 

令和５年度は 

工場見学会（ファクトリーツアー） 

モノづくり体験フェスタ 

を実施予定。 

(「東成区の地域資源」魅力発信事業) 

市民協働課 
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 意見内容 
委員名 
または 
部会名 

会議での回答 対応方針 
 

令和４・５年度実施状況 担当課 

 

 

 

7    

 

ひがしなり子育て安心ブッ

クの配布について 

・子育て家庭だけではなく、

子育て家庭以外の人々にも

「子育て安心ブック」のこと

を知ってもらえれば、地域の

活動の中で子育て中の親御

さんに「子育て安心ブック」

のことを教えてあげること

ができ、地域で子育て家庭を

見守ることにもつながるの

で、いろんな年代の方にも知

ってもらう必要があるので

はないか。 

・区役所ホームページに電子

版が掲載されているとのこ

とであるが、認知度が低いた

め積極的に広報する必要が

ある」 

 

子ども・教

育部会 
― 

東成だよりにて、Web 版を含む「ひが

しなり安心ブック」の周知を行って

いく。 

●子育て世帯以外の方にも知っていた

だくために「ひがしなり安心ブック」

「Web 版ひがしなり安心ブック」につ

いて「ひがしなりだより」やＳＮＳ等

（Twitter,facebook,メールマガジン）

にて広報しており、今後も継続予定。 

 

●区内の保育園、幼稚園、認定こども

園など、子育て支援機関へ冊子や Web

版の２次元バーコードを情報提供して

おり、今後も関係機関を通じ広く周知

を図る。 

 

令和 4年度予算 490 千円 

令和 5年度予算 1,223 千円 

（子育てネットワーク構築支援事業） 

保健福祉課 

（児童保健） 

8 

 

子育てしやすいまちづくり

について 

・小さなイベントでいいの

で、親子と地域がつながる機

会を増やし、地域で子どもた

ちを見守る、子育てしやすい

まちをつくることが望まれ

る。 

子ども・教

育部会 

 

― 

引き続き、創意工夫をこらし、イ

ベント実施について取り組んでい

く。 

親子で読書に親しむイベントにつ

いても、地域の関係機関・支援者と

連携し取り組んでいく。 

●子育て支援機関や地域の支援者と連

携し「ひがしなりっ子 すくすく・つ

ながるフェア」「ひがしなりっ子 すく

すくつながるスタンプラリー」「すくす

くつながるミニ運動会」「絵本展」「プ

ラザフェスタ」など親子で楽しめ、地

域の支援者や支援機関ともつながるこ

とができるイベントを実施しており、

今後も継続予定 

保健福祉課 

（児童保健） 
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 意見内容 
委員名 
または 
部会名 

会議での回答 対応方針 
 

令和４・５年度実施状況 担当課 

・親子で読書に親しむイベン

トの実施も希望する。 

 

 

 

 

令和 4年度予算 490 千円 

令和 5年度予算 1,223 千円 

（子育てネットワーク構築支援事業） 

 

9 

地域において人と人が交流

することは、とても大切なこ

とだが、最近は、新型コロナ

ウイルス感染拡大や、高齢で

一人暮らしの人の増加など

により、直接、コミュニケ―

ションを取る機会が減って

しまい、近所の人でさえ、そ

の方々にどんな困りごとが

あるのか、何を必要とされて

いるのかが分からなくなっ

てきている。 

地域の身近な相談窓口であ

る地域福祉活動サポーター

による支援を、こうした見守

り活動などに広げていく取

組みが重要になってくると

思う。 

地域福祉活動の一つである、

食事サービス事業では、やり

方を工夫することによって

実質的に見守りの機能を果

たしている。 

保健福祉部

会 
 

― 

高齢で一人暮らしの方や障がいのあ

る方の見守りを着実に進めていくた

めに、どのようにすれば、地域の方

の見守り活動等と連携しながら、見

守り相談室や地域福祉活動サポータ

ーによる支援を広げていくことがで

きるのかについて検討していく。 

●地域活動サポーターの顔や活動につ

いて知ってもらい、高齢者や障害のある

方々と地域との連携を深めるために令

和４年 10 月、５年２月の「ひがしなり

だより」に広報記事を掲載 

（老人福祉センターだより「すこやか」

４年９月号でも掲載） 

 

●６年２月の「ひがしなりだより」で広

報予定 

 

 

保健福祉課

（福祉） 

10 

障がいへの理解を深める取

組みを継続していくことが

大事である。 

地域では、障がいのある人に

対しても分け隔てなく接し

てくれていて感謝している。

保健福祉部

会 
― 

障がいへの理解を深める取組を今後

も継続していく。 

●これまでに開催してきた障がい理解

講座（区民公開講座）に替えて、4年度

は「障がい理解のためのスポーツパネル

展」を行った。 

今後も障がいへの理解を深める取組に

ついて、内容等検討し実施予定。 

保健福祉課

（福祉） 
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 意見内容 
委員名 
または 
部会名 

会議での回答 対応方針 
 

令和４・５年度実施状況 担当課 

障がいへの理解を深める取

組みの一つとして実施して

いる「みんなちがって みん

ないい」という障がい理解講

座がＹｏｕＴｕｂｅで 

アップされている。 

11 

 

百歳体操など、地域で行う活

動への参加者が広がる工夫

が必要。百歳体操や地域で行

われている活動に参加し、人

と話をすることは認知症予

防にも効果があるとされて

いるが、参加者は女性が多く

男性の参加は少ない現状が

ある。 

 

保健福祉部

会 
― 

百歳体操などの普及啓発を行いつつ、

より魅力的な地域活動の実施に向け

て引き続き関係機関と連携を進めて

いく。 

●百歳体操の実施日や実施場所を地域

の方に把握してもらいやすいよう「ち

ょっとのぞいて♡いきいき百歳体操 開

催中」ののぼりを新規作成し、各会場

に配付するなど、参加者の増加につな

がるよう引き続き工夫を重ねる。 

 

令和４年度予算 319 千円 

令和５年度予算 295 千円 

（ライフステージに応じた健康づくり

事業） 

保健福祉課 

（児童保健） 

12 

 

メンタルヘルスに関する啓

発の取組みについて。健康づ

くりには、体の健康だけでな

く、心の健康も大切である。

抱える悩みは、例えば、差別

やハラスメント、ＬＧＢＴや

ＤＶなど、人により異なる

が、「悩みを抱える方」が相談

窓口につながりやすい環境

をつくることが大切。 

区の広報紙や掲示板、パンフ

レットなど様々な方法を活

用し、メンタルヘルスに関す

る周知啓発を積極的に取り

組む必要がある。 

 

保健福祉部

会 
― 

区の広報紙や掲示板はもとより、SNS

やパンフレットなど様々な方法を活

用し、メンタルヘルスに関する周知

啓発を積極的に取り組んでいく。 

●「ひがしなり知って得する福祉情

報」LINE への配信や、食育＆健康セミ

ナーなどの健康づくりイベントで「こ

ころの健康」に関する情報提供や相談

窓口の周知啓発を行っており、今後も

継続予定。 

 

令和４年度予算 319 千円 

令和５年度予算 295 千円 

（ライフステージに応じた健康づくり

事業） 

保健福祉課 

（児童保健） 
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 意見内容 
委員名 
または 
部会名 

会議での回答 対応方針 
 

令和４・５年度実施状況 担当課 

13 

 

昨年 12 月の連長会議で配布

した、区内の排水ポンプにつ

いての資料を区政会議でも

配布してほしい。 

清水委員 

 

排水ポンプは誰もが知ると

いうことになると、それを

壊されるというようなおそ

れがあるので、あまり公表

していただきたくないと建

設局より連絡があった。 

令和５年３月中に、区政会議委員へ情

報提供させていただく。 

●令和４年 12 月 15 日に各地域の連合

町会長へ情報提供した内容を、令和５年

５月に区政会議委員へも情報提供させ

ていただいた。 

 

市民協働課 

 

 

 

 

 

14 

 

 

 

 

いろんな部会から出た意見

は、令和５年度の区政の施策

に反映されるのか。反映され

るということになると、予算

の一覧のどういう事業に、こ

れが該当するのか説明をお

願いしたい。せっかく我々が

いい意見を言っても、「予算

あらへんから、そんなもんで

きませんよ」と言われたら、

それで終わりなので。 

志知委員 

 

区政会議で部会も通じて、

色々なご意見をいただいて

おり、来年度の区の運営方

針に関して、今回頂戴した

色々なご意見について、こ

ういうこう立てで、こうい

うところに力を入れたいと

思う、とお話させていただ

いている。それ以外の部分

については、内容によって、

区の予算で対応するもの、

全市的に対応するものと

色々あるので、一個一個紐

づけることはできないが、

例えば「二十歳の集い」での

防災ＬＩＮＥのことなど、

予算には出てこないが、考

え方、取組の方針で、市政の

部分でしっかり反映させて

いる。防災、すくすく・つな

がるクラブ、平和学習など

区政運営の方針になってい

る部分については、それぞ

れのところで、しっかりと

計画も入れ対応している。 

 

いただいたご意見については、「区政

会議の運営の基本となる事項に関す

る条例」にのっとり、区政の施策検討

の参考とさせていただく。 

●区政会議でいただいた意見について

は、対応方針のみならず実施状況を報告

させていただく。 

総務課 
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 意見内容 
委員名 
または 
部会名 

会議での回答 対応方針 
 

令和４・５年度実施状況 担当課 
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前年に提案した区政委員の

意見が、令和４年度でどれだ

けの反映をしたのかどうか、

３月末の時点で１年間振り

返って、これだけの意見をこ

ういうふうに反映した、ある

いは、こういうことは反映で

きなかったと、いったような

報告をぜひお願いしたい。 

志知委員 

 

どのような形になるか分か

らないが、検討させていた

だく。いただいたご意見と

いうのは、一覧にさせてい

ただくので、それについて

の対応と、今、ご意見いただ

いたように実質にできるこ

とについては、「できる」と

か、できないことについて

は、「このような理由ででき

ない」という形でお返しす

ることは可能だと考える。 

来年度どこかのタイミング

で、全部振り返った上で御

提案いただいた内容が全て

できるかどうかはあるが、

整理した上で、報告させて

いただきたいと思う。 

 

会議での回答のとおり 

●区政会議でいただいた意見について

は、対応方針のみならず実施状況を報告

させていただく。 

総務課 

 


